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中小企業のIT活用は
なぜ進まないのか？
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川 内 晟 宏



2

内容

• 中小企業のIT導入は進展、しかし満足度は？

• クラウドは中小企業IT化の救世主か？

• 中小企業のIT投資はどの位が妥当か？

• “ITカイゼン” の奨め

– 日本の製造業を支えるサポイン企業への適用
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中小企業のIT導入は進んでいる

• 中小企業のIT導入の現状（平成19年度）

– パソコン：94.5%
• オフィス系ソフト：91.4%
• 財務会計ソフト：66.3%

– ブロードバンド環境：86.8%
• セキュリティ：82%
• 電子メールソフト：88.9%
• HP開設：70.2%

• 中小製造業の製造現場のIT化
– NCプログラムとCADソフトの活用は当たり前



4出典：中小企業のIT活用に関する調査研究報告書(平成20年3月：日本商工会議所）



5

しかし、現場は満足していない

パッケージの情報項目にない部分をEXCELで個別に管理しているが、そ

のデータを共有して利用できない。

引合を受けた担当者が外出していると、他の社員は誰も問い合せに返答
できない。

資材や部品の在庫が把握できずに、大幅な納期遅れが多発している。
在庫は増やしたいが資金繰りがネックで増やせない。

すべて工場長の頭の中にあり、原価の計算は論理的でない。いちどきちん
と計算しようとしたが、もととなる情報が揃えられずに断念した。

過去の仕事の情報が手書き資料や図面で別管理されているので、関係づ
けて取り出すことができず再利用できない。

加工方法や加工機の予定については、現場の職人に聞かないとわからな
い。このため、見積り回答に時間がかかる。

資材の単価が値上がりしているのに、部品価格が対応していないものがあ
り、長期間にわたって利益がない仕事を続けていた。

営業のシステムと工場のシステムがつながっておらず、顧客からの問合せ
に営業担当が工場現場へ出かけて確認している



6

なぜ満足できないのか？

• つながらないIT

• 経営環境変化に追随できないIT

• 半定型業務、非定型業務に対応できな
いIT

• 身の丈に合わないIT投資
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ITコーディネータ協会のデータ連携調査研究事業

• 【狙い】中小企業の企業内・企業間のデータ連携が進まないことによるIT
活用の遅れ問題の解決策を調査し、実用化のための実証実験を実施

• 【期間】2009年度から開始、2011度も継続実施中
• 【体制】ITC協会IT経営研究所に調査研究委員会を組織して推進

• 【成果】（報告書ダウンロードhttp://www.itc.or.jp/news/dlfiles/news20110613.pdfhttp://www.itc.or.jp/news/dlfiles/news20110613.pdf））
– 企業内データ連携調査研究

• ⇒ユーザーが組織で使える“ITカイゼン”ツール（Contexer）の実用化

– 企業間データ連携調査研究
• ⇒次世代EDI推進協議会（JEDIC）へ中小製造業取引用EDI仕様（案）を

提案
– 金融EDI連携調査研究

• 新しい運転資金融資制度の提案

データ連携調査研究委員会 委員長：武蔵大学 松島教授

事務局／研究員

金融EDI連携調査研究小委員会

企業間データ連携分科会

企業内データ連携分科会

主査：小島プレス工業㈱ 兼子様

委員長：武蔵大学 松島教授

主査：法政大学 西岡教授

データ連携調査研究委員会 委員長：武蔵大学 松島教授

事務局／研究員

金融EDI連携調査研究小委員会

企業間データ連携分科会

企業内データ連携分科会

主査：小島プレス工業㈱ 兼子様

委員長：武蔵大学 松島教授

主査：法政大学 西岡教授
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受注

出荷

製品在庫
管理

請求

営業

会計

つながらない販売管理と生産管理

ＦＡＸ、共通ＥＤＩ

資材

納入指示

仕入れ

製品

納入指示

注文 計画

製造

進捗
管理

発注

入荷

資材在庫
管理

工場

壁がある

生産管理販売管理
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生産管理
（EXCEL）

中小製造業の２つのIT化

生産管理

財務会計

タイプ１

顧客 販売管理

製造業にはこちらが
使いやすい

バッチでは不便

仕入先

タイプ２

販売管理

財務会計

顧客 生産管理

バッチでＯＫ

仕入先
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つながらない部署単位の情報

個人でやる
情報処理

企業全体として
行う情報処理

部署や担当者間
で行う情報処理

部署や担当者間
で行う情報処理

部署や担当者間
で行う情報処理

部署や担当者間
で行う情報処理

部署や担当者間
で行う情報処理

連携を前提
として構築

連携する必要が
あまりない。

連携が
できない！

情報のＪＩＴが
できない

法政大学西岡教授
資料を転載
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現場で使えるＩＴはEXCEL

全社の基幹システム
（パッケージ、ＥＲＰなど）

自働化機械／NC

事務系のＩＴ

機械系のＩＴ

品質管理

設備管理

進捗管理

作業者管理

原価管理

技術情報管理

安全管理

工程管理

能力管理

治具ツール管理

仕掛品管理

出来高管理

ボトルネック管理

材料管理

故障管理

廃棄物管理勤怠管理

試作管理ユーティリティ管理

納期管理

人手やEXCELで処理

これらの業務は
半定型・非定型

法政大学西岡教授
資料を加工
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ＩＴカイゼン
ツール

帳票

FAX

画面

電子メール

Excel
シート

伝票

メモ

基幹
システム

パッケージ
ソフト

ＩＴカイゼン
ツール

半定型業務

構造化されていない業務

情報を構造化し
業務の流れを
つくるための
ツールが必要

情報
連携？

現場
取引先

企業内に分散した半定型・非定型情報

法政大学西岡教授
資料を加工
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これまでのＩＴソリューション

１．個々にパッケージを入れて個別に適用

２．Ｅｘｃｅｌを用いて個別に情報管理（個人管理）

３．Ａｃｃｅｓｓ（簡易ＲＤＢ）を用いて独自に開発

情報が分散（管理も分散）
⇒それぞれの情報が連携しない

業務が固定（ブラックボックス化）
⇒環境の変化があっても変更できない

レガシーシステムを我慢して利用個人が情報を抱え込み

法政大学西岡教授
資料を加工
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SaaSは中小企業IT化の救世主か？

• SaaSのメリット
– 低価格⇒中小企業に最適

• 同じソフトを複数で利用することが条件

– IT設備投資不要／専門要員不要⇒中小企業に最適

– 導入／拡張が容易⇒すべての企業に適合

– 障害、災害に強い⇒すべての企業に適合

• SaaSのデメリット
– カスタマイズが難しい

• カスタマイズすると、プライベート・クラウドになり価格アップ

– アプリ間の連携が難しい
• 汎用的なAPIが確立していない
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SaaSが対応できる世界は？

差別化の程度 大小

業
務
の
定
型
化

定型業務

汎用・定型業務
（財務会計・給与など）

競争力の源泉
ビジネスコア業務
（引合～納入まで）

競争力を生み出す
半定型・非定型業務

汎用の
半定型・非定型業務

（電子メール、SNSなど）

非定型業務

SaaSの対象

カスタマイズ
が必要

空白ゾーン

業務アプリ間
のデータ連携

が必要

EXCELの世界
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SaaSに適する業務（まとめ）

• 汎用的な定型業務に最適

– 財務会計

– 給与

– 顧客管理・営業支援など

• 汎用的なコミュニケーション・ツールに最適

– 電子メール

– グループウェア

– SNSなど
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SaaSに不適な業務(まとめ）

• 差別化が重要な業務
– 引合から出荷までの基幹業務

– 原価管理など

• 半定型業務・非定型業務
– 品質管理

– トレーサビリティ管理

– 技術情報管理など

• SaaS普及に必要な機能
– 差別化を実現するカスタマイズ

– アプリ間のデータ連携
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ITマーケットのセグメント

大手企業：ERPシステム

中堅企業・中小企業(従業員50～300名）：

基幹業務パッケージソフト導入

中・小規模中小企業(従業員5～50名）：
基幹業務のIT活用が進んでいない

個人企業など：
EXCELなどを個人利用

中小企業の基幹業務システム
で残された空白ゾーン
EXCEL利用などでカバー

大手・中堅企業の現場
EXCELの洪水

基幹業務非定型・半定型業務

EXCELでカバーしている業務の組織利用システム化ができるツールが必要

年商10億円

年商5千万円
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中小製造業のＩＴ投資モデル

パッケージソフト費用 カスタマイズ 業務要件定義年商１０億円企業

← 新規ＩＴ投資額／年 →

←

年
商

→

５年償却125０万円

生産管理パッケージ

新規ＩＴ投資線
（仮説）売上高の0.25％

250万円/年

年商２～３億円企業 ソフト 変更

50～75万円/年

月額４～６万円

年商５千万～１億円企業

月額1万円BOPゾーン

空白ゾーン

価格設定対象ゾーン
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製造業現場のこれまでのITへの認識

製造現場は常に進化する

進化を拒むITシステム

VS

法政大学西岡教授
資料を転載
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２種類の“ＩＴ” ／「IT経営」と“ITカイゼン”

装置としての
“ＩＴ”

道具としての
“ＩＴ”

道具としての
“ＩＴ”

作業者

作業者
作業者が中心

装置が中心

設計が先！（トップダウン） 実行が先！（ボトムアップ）

進化可能な“ＩＴ”は
こちらのタイプ

進化可能な“ＩＴ”は
こちらのタイプ

金融、
流通、
地方自治体
・・・

ITコーディネータ “ITカイゼン”支援「IT経営」支援

新しい活動IT経営プロセス

ガイドライン

法政大学西岡教授
資料を加工
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ITカイゼンとは？

“ITカイゼン”とは、業務のムリ、ムダ、

ムラをなくすために、現場が中心と
なって情報の流れをよくすること。

情報構造の
見える化

５Ｓ（整理・整頓）

ステップ１

情報の流れの
見える化

問題発見

ステップ２

業務間・部門間
の情報連携

問題解決

ステップ３

法政大学西岡教授
資料を転載
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“ITカイゼン”で現場ニーズを満たす

• 【目標１】環境変化への対応⇒ユーザー自身による
仕組みづくり
– 企業の業務知識と若干のITスキルがあるユーザー企業
の要員が自ら工夫することでIT活用できること

– プログラムレスで設定だけでユーザーが希望する仕組み
作成やカスタマイズができること

• 【目標２】経営と現場の見える化⇒情報をつなぐ
– 業務プロセス機能別アプリのデータ連携ができること
– 分散したEXCELデータなどを連携して共有できること

• 【目標３】半定型・非定型業務の情報を組織共有
– 部門内情報の組織による共有活用ができること
– 組織で利用できるEXCELを超える柔軟なオフィスソフト

• 【目標４】身の丈にあったIT投資
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業務情報は“お宝情報”！

仕事

仕事

仕事仕事

仕事

仕事
作業

仕事

作業

仕事

作業

仕事

業務情報

新規の仕事
＝利益の源泉

仕事

お客様

知識

設計情報
基準情報

価格テーブル
設計基準
標準仕様
・・・

管理者

整理
整頓

再利用

紙（アナログ）
だと再利用が
実質的に
不可能！

ワークフロー
を経て
最終的に
蓄積される

「非定型」「半定型」情報も多い

Contexerで実現

“ITカイゼン”
（PDCA）

サイクル

法政大学西岡教授
資料を加工
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コンテキサーを使ってみよう

1. プログラムをすることなく、パラメータなどの設定によ
り目的の機能を実現できる

2. Excelや既存の情報をそのまま活用でき、同時にレ
ガシーのデータベースなどとも連携が可能である

3. 企業の業務知識と若干のITスキルがある要員が、
自ら工夫することでカスタマイズが可能である

4. 製造業において標準的なデータベースのテーブルと
属性があらかじめ定義されている

5. データおよびデータ構造がオープンであり、業務の
変更や拡張に対応でき発展性がある

法政大学西岡教授
資料を転載
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コンテキサーの機能

パネル

項目 項目 項目 項目

パネル

項目 項目 項目
項目

項目

項目

登録

項目 項目 項目 項目

パネル

シート

ＲＤＢ

ＣＳＶ
ＣＳＶ

P
S
L
X

XML
XML

最終ユーザ

構築
ユーザ

定義ファイルメッセージ通信

複数ＲＤＢ対応

帳票

Ｅｘｃｅｌを利用
した帳票出力ユーザ自身によ

るカスタマイズ

豊富な画面操作

法政大学西岡教授
資料を転載
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Ｅｘｃｅｌでしくみをつくる

ツールの特徴（差別化）まとめ

●表（シート）単位での連携となり
データの共有は再利用が困難

●エンドユーザが自由に加工できる

Ａｃｃｅｓｓｌでしくみをつくる

●データベースやプログラミング
の能力がないとつくれない

●データの共有、ワークフローの
設定など、部署間での連携が可
能

企業レベ
ル

個人レベ
ル

コンテキサーでしくみをつくる

●プログラムなしでエンドユーザが加工できる
●作成した担当者でなくても内容が理解しやすい
●部署間、企業間で情報連携ができる
●業務の変更やレベルの向上にあわせて変更が容易

部署レベ
ル

法政大学西岡教授
資料を転載
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どのような能力（スキル）が必要？

①エンドユーザーレベル

②上級ユーザーレベル（ＩＴカイゼン担当者）

③開発ユーザーレベル

●日々の業務で利用している帳票や操作画面が、どのような情報によって構成
されているか、といった情報の構造やまとまり、関連性がイメージできること。
●レコードやテーブルといったデータのかたまりに対して、名前やキーをつけて
登録、検索、整理するための手順や方法がイメージできること。

●データベースの知識、パソコンの基本設定やインストール、業務全体のフロー
の定義、テーブル間の演算やデータの保守などについて理解していること。

●自分が担当している業務の手順や全体のなかでの位置づけを理解し、業務
情報の意味やデータの扱いかたについて十分な知識があること。パソコンの基
本操作ができること。

法政大学西岡教授
資料を転載
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“ITカイゼン”(PDCA)型のシステム導入

“ITカイゼン”型
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基盤製造工程

ものづくり企業の現状

量産準備工程

大
手
企
業

中
核

サ
ポ
イ
ン
企
業

協
力

サ
ポ
イ
ン
企
業

量
産
部
品
企
業

量産工程

量産部品工程

基盤製造工程

量産品工程の多くは
海外へ流出し、中小
製造業の仕事は大き
く失われている

日本国内に残る中小製造業は
量産準備段階の試作や生産設
備を担当するサポイン企業。
これらのサポイン企業群が我が
国製造業の産業基盤を支えて
いる

【課題１】
試作部品は単独の
サポイン企業では作

れない。
→サポイン企業グ
ループ化が必要

基盤製造工程

基盤製造工程

試作部品
金型
生産設備
など

【課題３】
国内に残ってい
る量産取引では
多画面問題が発

生している

【課題２】
ほとんどFAXや
紙注文書が利用

されている



31

サポイン企業連携コミュニティの将来像

業界横断EDIクラウド

顧客大手企業 顧客大手企業 顧客大手企業

中核
サポイン企業

協力
サポイン企業 協力

サポイン企業

サポイン企業
連携クラウド

協力
サポイン企業

協力
サポイン企業

中核
サポイン企業

サポイン企業
連携クラウド

地域連携
コミュニティ
(将来創出)

経済産業省
と

次世代EDI
推進協議会
が推進中

サポイン企業
グループ

（今回事業）
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ご清聴ありがとうございました。


